
　　　　　これからの激動の時代を子ども達が生き抜いていくには、変化に対応

　　　　　する力、新しいことにチャレンジする力、答えを導き出す力が今まで

　　　　　以上に必要になってきます。だからこそ、それらの力の源となる

「自己肯定感や自尊感情」の確立は子ども達にとってますます重要になってきます。

そしてそれらを身に付けていく一つとして、子ども達がコミュニケーション能力を

獲得していくことはとても大切なことです。だからこそ、まずは現場の先生方が

コミュニケーション能力向上の研修制度やしくみなどを充実させる事で、子ども達の

自己肯定感、自尊感情を育てる事にも繋がると考える為、教職員の研修体制の在り方を

ご検討していただけるようご要望をさせていただきました。

キャリア教育推進について
保護者ニーズに合わせた
   保育の充実について

　　　　　発達に課題のある子ども達を支援していく場合、市民の方々、周囲の

　　　　　方々の理解により、救われる保護者、能力が発揮できる、地域に根差して

　　　　　いきやすくなる子ども達は大勢いると感じています。保護者の方の様子を

拝見していると、我が子が特性を抱えていると頭では理解していても、社会的な

理解が進んでいないために、我が子が特別支援学級に入ることを拒まれる、

抵抗のある保護者の方も実際にいらっしゃいます。周囲の理解が追いついていない

結果だと感じます。まだまだ偏見が多いのが実際のところです。この辺りは

教育委員会との連携も必要です。だからこそ市民の方々向けの啓発・理解促進のための

勉強会や講座を更に継続、充実させていくことと、その講座の PR 方法や情報公開の

方法や在り方を検討していくことをご要望させていただきました。

～平成２９年度 福山市議会本会議 １２月定例会 きだこうへいによる一般質問～ (一部抜粋）

市民の方からお寄せいただきましたご要望・ご相談の案件をご紹介いたします（一部抜粋）

福山市議会　映像配信

ふくやま市議会を見てみよう

インターネット議会中継

主な議会スケジュール

2 月
・議会本会議
・議会運営委員会
・常任委員会
・議案説明会

3 月
・議会本会議
・議会運営委員会
・常任委員会
・予算特別委員会

主な議会スケジュール

９月 常任委員会
       議会運営委員会・本会議

１１月 本会議
　　　 決算特別委員会
　　　 議会報告会

１０月 常任委員会
          予算特別委員会
          議会運営委員会・本会議
          企業会計決算特別委員会

福山市の人口減少対策について 英語教育の在り方について１ ２

上記の議会での質問の映像記録をきだこうへい個人のホームページに公開しております。質問の様子の全てが公開されておりますので、詳しくはそちらをぜひご覧ください。

その他

　「防球フェンス」
校庭でソフトボールチームが放つ打球
が校外へ飛び出し、とても危険であり、
又、子ども達も思い切りスポーツが出
来ないとの事　　　教育委員会ととも
に対応し、防球フェンス設置完了！

 枝広福山市長と湯崎広島県知事のトッ
プ会談の中で、県立福山若草園で発達
障害児が診察を受けるまでに、予約か
ら診察まで「半年～ 8ヶ月待ち」の状
態の課題解消に向けた話し合いが行わ
れました。
 県は、来年度新たな予算を組み、専門
医の育成や、福山市が運営するこども
発達支援センターを拠点医療機関とし、
かかりつけ医とのネットワークづくり
を始めることになります。
 これまでずっと一貫して、議会本会議
や予算委員会、決算委員会にて、市へ
提言・要望を続けてきた、発達障害児
の医療機関受診の待ち期間の短縮化へ
の課題解決に向けて、来年度から少し
ずつですが前進していきそうで、嬉し
く感じています。

 発達障害児の予約から診察までの半
年～ 8ヶ月という長い待ち期間は、
今、目の前で困っている保護者や子
ども達にとっては、あまりにも長く、
課題や問題が深刻化したり、長期化
してしまう懸念があります。
 これからも引き続き、支援強化の発
展を心から願っていますし、また少
しずつでもそうなるよう引き続き提
案・要望を続けてまいります。

発達障害児診察半年待ち
～解消へ向けて～

　「企業内保育園」
社員の為に、企業内保育園を設置した
い　　　児童部の担当の方と経営者の
方をお繋ぎし、内閣府と直接やり取り
をして頂き、現在開設に向け準備中。

　「子どもが発達障がいの疑い」
我が子に発達障がいの疑いがある。先
が不安なため、市の福祉の支援の方法
を教えてほしい　　　障がい福祉課と
連携。担当者を決めていただき、直接
福祉サービスについて説明をしてもら
い、対応していただきました。

　「道路整備の案件」
近所の道路があまりにデコボコで、高齢者の
方が転んで怪我をした。何とか修繕してほし
い　　　道路整備課と連携し修繕完了！

　「交通事故多発地区」

目の前の交差点（信号機や停止線は無し）で

事故が多発している　　　道路整備課と連携。

本現場は広島県警の管轄になるため、対応外。

市で対応ができるものでの解決方法は、優先

道路などを示す白線を引くなどの対応、それ

であれば対応可能。

　「婚カツプロジェクトへの協力」
『福山という地域に根付く家庭を築き、幸せに
なってほしい』というコンセプトの婚活プロ
ジェクトに協力してほしい　　　私もコンセプ
トに賛同し協力！福山市も後援しています！

　「担当者が変わって困る」
福祉サービスを受けたいが、市の窓口
に行く度に担当者が変わってしまって、
また０から説明を繰り返さなければい
けない。いいかげん、何とかしてほし
い　　　保健福祉局の各課と連携。そ
の方の担当者を決めていただき、ワン
ストップで支援ができるよう体制を整
えていただきました。

　「兄弟で別々の保育所に」

障害のある兄弟で別々の保育所に通っ

ていて、非常に離れたため、通所させ

るのが大変で通勤に支障　　　児童部

と連携し、第一希望の保育所は支援体

制の問題から受け入れが難しい状態

だったので、別の保育所をご紹介させ

ていただき、現在、問題なく保育所に

通えている。

　「小学校の階段の滑り止めゴムの設置」
長期間滑り止めゴムが外れている状態が
放置されている為、雨の日などはとても
危ないとの事　　　教育委員会と連携を
取り、修繕完了しました！

　「小学校の体育倉庫」
倉庫の天井からコンクリートの塊が落
ちてきて怪我をしそうになったので、
対応してほしいとの事　　　教育委員
会と連携を取り、修繕完了しました！

　「特別支援教育の個別説明会の実施」
教育委員会から担当の方が出向いて個別
説明会の実施をしているが、回数が少な
く参加しにくい　　　教育委員会と人員
配置を含め対応中。

　「学校プールの水漏れ」
小学校のプールが水漏れをして困る。
来年度の夏までにどうにかならないだ
ろうかとの事　　　教育委員会と連携
を取り、来年度修繕予定！

　「学校のプールの目隠し」
学校付近からプールを覗きに来る人が
いて、子ども達のために、対策してほ
しいとの事　　　教育委員会と連携中。

保育案件 福祉案件

市政ト
ピック

①

 来年度 4月から新たに、福山市内 14
箇所の小学校の放課後児童クラブで、
現在の小学 3年生までの受け入れから、
小学 6年生までの受け入れへ拡充され
ることになりました。
 今回の 14 箇所を加え、全 74 箇所の内
30 箇所で、6年生までの受け入れ拡充
となります。
 市は、2020 年 4 月から市内の全ての
放課後児童クラブで、6年生まで受け
入れを拡充する計画です。
これからの課題としては、放課後児童
クラブの支援員の人員確保と、支援の
質の向上だと感じています。
 社会情勢の変化により、近年、核家族
化や共働き世帯、働くお母さん方が
大幅に増えてきました。

 中学生は、心身ともに大きく成長
する時期で、この時期に栄養価の
高い学校給食が実施されることは、
子ども達の成長にとってとても
大きな意義があり、心から嬉しく
感じています。
 また共働き率、子育て世代の女性
の就業率が近年大幅に伸び、子育て
世代の働き方そのものが大きく変容
してきました。
 その中で、より子育てしやすい
環境整備のためにも、中学校で完全
給食が実施されることは、大きな
意義があると感じています。

ずっと実現をしたかった市内全ての
中学校での完全給食実施に向け、今
後のスケジュールが遂に市から示さ
れました。

 中学生は心身ともに大きく成長す
る時期で、この時期に栄養価の高
い学校給食が実施されることは、
子ども達の成長にとってとても大
きな意義があり、心から嬉しく感
じています。
 また共働き率、子育て世代の女性
の就業率が近年大幅に伸び、子育
て世代の働き方そのものが大きく
変容してきました。
 その中で、より子育てしやすい環
境整備のためにも、中学校で完全
給食が実施されることは、大きな
意義があると感じています。

上記のスケジュールで、それぞれの
中学校で完全給食の実施がスタート
され、全ての中学校で実施となる予
定です。

 2018 年
4 月 大門
9 月 済美、中央、芦田、城西、神辺東

 2019 年
4 月 鞆の浦学園、城東、鳳、誠之
9 月 向丘、東朋、神辺西

 2020 年
4 月 城北、幸千、培遠、福山
9 月 城南、駅家南、神辺

放課後児童クラブ
福山市内 14 箇所追加決定

中学校完全給食について

市政ト
ピック

②
市政
トピ
ック
③

道路整備案件・その他教育関連案件

～平成２９年度 福山市議会本会議 １２月定例会 きだこうへいによる一般質問～ (一部抜粋）

主な議会スケジュール

2 月
・議会本会議
・議会運営委員会
・常任委員会
・議案説明会

3 月
・議会本会議
・議会運営委員会
・常任委員会
・予算特別委員会
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ふくやま市議会を見てみよう

インターネット議会中継

学校の耐震化について 中学校の学校給食実施ついて１ ２
　　　　市民の方々の安心安全のために、一校でも

　　　　速く対応をしていくことを前向きに検討し、

　　　　計画を 1 年でも早く前倒しで実施すること

　を要望させていただきました。

　　　　平成 32 年度末までに耐震補強工事，もし

　　　　くは校舎の建てかえを行うことで耐震化を

　　　　完了することとしている。目標とする平成

32 年度末までの耐震化を確実にするためにも，耐震

補強工事に特化をして工事の前倒しを検討していく。

　　　　　平成 26 年に出された答申からすでに２年が

　　　　　経過し、市民は熱望している。１年でも早く、

　　　　　１日でも早く、１校でも早く実現をすること

　　を要望させていただきました。

　　　　この度の２校の試行実施に加え，市内中心部

　　　　での試行を早期に行い課題などについて検証

　　　　していく。給食実施による効果が全ての中学

校の生徒に及ぶよう，既存施設の利活用も図りながら，

早期の完全実施に向けて取り組んでいく。

放課後児童クラブについて 情報発信の在り方について３ ４
　　　　全小学校で受け入れ対象年齢の早期拡充、

　　　　また働く保護者を考えた受け入れ時間の延長

　　　　など、保護者ニーズに合わせた早期の拡充を

　要望させていただきました。

　　　　高学年児童に対する関わり方やクラブ運営

　　　　などについて検証を行い，今後の受け入れ

　　　　拡大に取り組んでいく。開設時間の延長に

ついては，各クラブの時間帯別の利用状況など実態

を分析する中で，時間延長の必要性についても検討

していく。

　　　　市民意識調査のアンケートの結果を踏まえ、

　　　　今後の本市におけるホームページの見直しや強

　　　　化、SNS ツール活用など、本市のブランド価値

　　の向上について要望させていただきました。

　　　　情報発信の在り方をしっかりと考え直したい

　　　　との思いから、外部の有識者や専門家を交えた、

　　　　（仮称）情報発信戦略会議を早急に設置する。

今後、その戦略会議の中でそれぞれ検討し、より効果的

な情報発信を目指していく。

キャリア教育推進について

上記の議会での質問の映像記録をきだこうへい個人のホームページに公開しております。質問の様子の全てが公開されておりますので、詳しくはそちらをぜひご覧ください。

保護者ニーズに合わせた
   　　保育の充実について５ ６

　　　　子ども達の将来を考えた場合、今まで以上に、

　　　　地元企業で活躍する方々を特別講師として授

　　　　業を行うなど、よりキャリア教育の推進をす

　べきであるという事を要望させていただきました。

　　　　これからの子ども達が社会的・職業的に自立

　　　　し生き抜いていく力を付けていくためにも、

　　　　また、子ども達には今後、本市を支える人材

として活躍してもらうためにも、キャリア教育の推進　

は必要不可欠であり、子ども達の発達段階に応じて進

めることが大切だと考えている。

　　　　保育料の見直しや、保育料の実際の内訳も含め、

　　　　保育内容をできるだけ保護者の要望に添えられ

　　　　るよう保育行政を推進していくよう要望をさせ

　ていただきました。

　　　　市内全域の教育・保育の更なる質的向上を図

　　　　るため、研究園として（仮称）福山市立大学

　　　　附属こども園の整備に加え、幼稚園や保育所

に共通する教育・保育のカリキュラムの策定に取り組

んでいる。

待機児童について７

　　　　来年度においては、幼稚園から認定こども園

　　　　への移行に加え、地域型保育事業所の増設や

　　　　私立保育所の増改築、公立保育所の入所年齢

の引き下げ等により、0 歳から 2 歳までの低年齢児の

受け入れ枠を約 190 人拡充する。

福山市の人口減少対策について 英語教育の在り方について１ ２
　　　　本格的な人口減少社会へ突入し始めた本市に

　　　　とって、人口減少対策について問い質しました。

　　　　特に、生産年齢人口の移住策、移住促進へ

繋げるための観光施策、LADY WORK CAFE の

在り方や活用方法、福山市内の大学卒業生の地元

定着率の向上について等、問い質しました。

　　　　これから 2020 年の小学校での新学習指導要領

　　　　改訂を踏まえ、外国語活動が小 3 から、英語が

　　　　新たに小 5 から教科化されることを受け、来年

からの英語教育移行期間も含め、本市としての英語教育の

在り方について問い質しました。また、中学生の職場体験

学習である「チャレンジウィークふくやま」の在り方に

ついて、本市の産業の特徴を鑑みて、子ども達が第二次産業

に対し興味関心を高められるように、チャレンジウィークの

受け入れ先として、第二次産業の事業所を更に確保して

いくことの重要性について問い質しました。

　　　　小学校における英語教育については、相手に配慮

　　　　しながら、主体的にコミュニケーションを図ろうと

　　　　する態度を養うことを目指している。引き続き円滑

な実施に向けた教職員の体制づくりと研修の充実に努めていく。

チャレンジウィークふくやまについては、本市は多種多様な

製造業が集積するものづくりのまちとして発展してきた本市

だが、第二次産業で職場体験をする生徒が全体の 1 割未満

であり、本市の特色を活かしきれていない。 福山商工会議所等

と連携し、生徒が体験できる新たな事業所の受け入れ拡大に

向けて取り組む。

医療的ケア児の支援について３

　　　　人工呼吸器やたんの吸引、胃ろうによる栄養の

　　　　注入などの生活支援が日常的に必要な医療的

　　　　ケア児が、ここ数年、増加している。その様な

医療的ケアの必要な子ども達のための教育行政や保育行政

の支援の在り方について問い質しました。

中国新聞に、私がさせていただいた議会での質問の

1 つを取り上げていただきました。このように、

メディアに取り上げていただけると、行政支援を

必要とされている方々、本当に困っている方々への

後押しになり、大変有り難く感じています。

　　　　教育行政については、就学の機会を拡充し、

　　　　より安全な環境での学校生活及び教育活動を

　　　　保障するために、医療的ケアを行う看護師資格を

持った看護介助員を配置している。今後も保護者から

医療的ケアの要望があった場合、受け入れを基本に、

保護者や医療機関等と連携し、実態に応じて看護介助員を

配置していく。

保育行政については、指摘の通り、支援が必要な医療的

ケア児の増加や保護者の多様なニーズがあることに

ついて把握している。平成 30 年度末までに医療的

ケア児が適切な支援を受けられるよう、保健、医療、

障がい福祉、保育、教育等の関係者による協議の場を

設置し、これまで以上に関係機関との連携を行う。

今後、受け入れの拡充に向けて検討していく。

福山市議会　映像配信

ふくやま市議会を見てみよう

インターネット議会中継

2017年12月12日　中国新聞より

中国新聞（1月31日） 中国新聞（1月9日）


